
お名前： 主治医： 担当看護師：
月日

項目

肝生検を受ける患者さんへ

・医師より治療に関する説明がありま
す
・看護師より入院オリエンテーション
や治療後の安静に関する説明がありま
す
・薬剤師が内服薬の確認を行いますの
で、持参されたお薬をお渡しください
・看護師が承諾書を確認をしますの
で、お持ちの方はお渡しください

・腹痛、お腹の張りがある場合に
は、外来を受診して下さい
・お腹に力を入れる動作は避けて
下さい

検査当日のシャワー及び、入浴は出
来ません。

検査終了3時間後から体を拭くことができます

・2時間は右向きで、その後1時間は仰向けで過ご
して下さい(起き上がることや座ることは出来ま
せん)
・3時間後に医師の診察があります
・初回歩行時は付き添います。歩行が安定してい
れば病棟内は自由に歩行できます

・水分は検査終了後より飲むことができます
・検査終了3時間後より食事ができます

・3時間はベッド上で尿瓶または床上便器で対応
します。
・安静時間が終了したらトイレまで歩いていくこ
とができます

制限はありません

患者様及び
ご家族への説明栄養

指導
服薬指導

腹痛、お腹の張り、めまい、冷や汗などの症状が
出る場合には看護師にお知らせ下さい

清潔

入院当日 入院２日目

制限はありません

制限はありません

・朝から点滴があります
・検査直前に眠くなるお薬と痛み止
めの点滴を行います

制限はありません

制限はありません

制限はありません

・夜まで点滴を行います
・内服は看護師の指示をお待ちください

検査当日(検査前) 検査当日(検査後）

採血

退院検査前日
・血圧が検査前より30以上低下していない
・息苦しさがない
・お腹の張りを感じない

排泄

食事

朝食と昼食は食べることができませ
ん
飲水も禁止です

制限はありません

検査

・内服薬の確認をさせていただきます
・中止となる内服薬があれば説明致し
ます

制限はありません

治療・薬剤
(点滴・内服

処置・リハビリ)

／

必要に応じて検査が追加となること
があります

活動・安静度

・採血
・心電図
・レントゲン

制限はありません

【肝生検】
肝障害には、ウイルスやアルコール、薬物、自己免疫のほかに、アルコール以外が原因の脂肪肝などがありますが、血液検査や画像検査では分からないことがあります。肝生検は、肝障害や
黄疸の原因究明や肝障害の程度の判定のために実施される検査であり、治療方針を決めるのに役立ちます。また、肝臓のがんが疑われるときも、肝生検によって細胞を調べ、良性か悪性かを
鑑別し、悪性であればその性質や悪性度を調べられます。
肝生検は、検査用の細い針を肝臓に穿刺して行います。超音波検査装置を用いて穿刺部が安全かどうかを確認しながら、皮膚から肝臓表面までを麻酔し、針を肝臓実質もしくは腫瘍部分に穿
刺して組織を採取します。採取された組織によって病理学的に診断されます。当院では肝生検を年間約120～150件施行しています。偶発症として出血や気胸、胆道出血、門脈血栓、癌細胞播
種などが考えられますが、最近5年間で偶発症は認められておらず比較的安全な検査と考えられます。肝生検を受ける患者さんはこのような入院生活を送ります。

退院

・不安なく検査が受けられる
・検査の内容について理解できる

ご質問やご不明な点がありましたら、担当医師または看護師にお伝えください。
予定は、お身体の状態や検査の状況で変更となる場合がございます。御了承ください。

作成日：令和３年４月２２日
東邦大学医療センター大森病院

血圧の変動がない

必要時、医師が傷跡を確認します

／

達成目標

／

患者様用 
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